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家畜の暑熱被害に備えましょう

家畜が暑さを感じる温度

家畜のへい死

乳量の低下

食欲不振

繁殖能力の低下

畜産への被害

畜産農家の皆様も、水分・塩分の補給や、涼しい場所での
休憩など、熱中症予防対策を心がけてください。



家畜伝染病発生の際、速やかに手当金等の交付を受けるた
めには、日頃から伝票情報等を整理・保管しておく必要があ
ります。

速やかな手当金受け取りのためには
日頃からの伝票情報等の整理が重要です

1 導入に要する費用が分かるもの

⚫導入日齢、導入日、品種、導入頭羽数、日齢、性別、価格が記載された伝票等が必要

⚫消費税額が分かる必要あり

2 生産に要する費用が分かるもの

⚫当該家畜の生産に係る伝票、およそ直近１年分が必要

⚫飼養期間が短期間に限定されている場合は、生産に直接関係する伝票でも可能

⚫生産物の製品化に要する費用については、生産にかかる費用として計上しない

⚫消費税額が分かる必要あり

3 出荷に要する費用が分かるもの

⚫種類毎におよそ直近１年分が必要

⚫通常の平均出荷日齢を確認する必要がある

⚫廃用時に販売価格がない場合についても、平均廃用日齢を算出するために必要

⚫消費税額が分かる必要あり

家畜の評価に必要となる資料の一例

物品の評価に必要となる資料の一例

1 販売価格が分かるもの

⚫卵や堆肥の通常の販売価格、重量等が分かる資料が必要

⚫実際に焼埋却した飼料等に係る伝票が必要

⚫消費税額が分かる必要あり

詳細については、農林水産省HPをご覧になるか、最寄りの家畜保健衛生所にお問い合わせください。

農林水産省HP
「手当金の申請に係る必要書類の一覧」→

西部家畜保健衛生所吉野川庁舎

TEL ０８８３－２４－２０２９



韓国で口蹄疫が発生しています！

連絡先：西部家畜保健衛生所吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９



発熱、鼻汁
皮膚の結節
泌乳量の低下
リンパ節の腫大

写真提供：モンゴル国中央獣医学研究所
              （State Central Veterinary Laboratory in Mongolia）

毎日の健康観察01 害虫の駆除02

清掃・消毒03

早期発見・早期連絡が重要。
疑わしい牛は隔離し、牛の導入、
出荷、移動時は健康観察を徹底。

衛生管理区域内の整理整頓を徹底し、飼養管理に使用
する器具や畜舎等の施設は清掃と消毒を実施。

殺虫剤の散布とともに、
粘着シート等も活用。

ランピースキン病の侵入防止対策

ランピースキン病を疑う症状

疑わしい場合は
直ちに連絡！
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ランピースキン病
国内で、2024年11月6日に発生が確認されました
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ランピースキン病は、ランピースキン病ウイルスによる牛の伝染病。
主に、蚊、ハエ、ダニの媒介による機械的伝播や、感染した牛の移動に
より感染が拡大します。感染した牛は、全身の皮膚の結節や水腫、発熱、
泌乳量の減少などの症状を呈し、生産性に影響を及ぼします。

結節（全身性）

皮膚病変鼻汁 結節



３ 暫定排水基準
畜産農業については、一般排水基準の遵守が直ちに困難な業種に対する経過措置
として暫定排水基準値が設けられています。排水基準違反には、罰則規定があり
ます。

※）全窒素及び全りんについては、閉鎖性海域に排出する日平均排出水量50m3以上の養豚事業場が対象
注）水域により適用される項目が異なっていたり、自治体により上乗せ規制が行われている等の場合があ

りますので、詳細は自治体にお問い合わせください。

<特定施設>
総面積   50m2以上の豚房
総面積 200m2以上の牛房
総面積 500m2以上の馬房

都道府県 又は
水濁法政令市に
届出が必要です！

1 畜産農業と水質汚濁防止法
水質汚濁防止法により、特定事業場（特定施設
を有する事業場）から公共用水域（河川、湖沼、
港湾、沿岸海域等）へ排水する場合、排水基準
値をクリアすることが必要です。
畜産農業では、右に示す施設が対象となり、届
出が必要です。

２ 畜産農業で注意が必要な水質項目
 健康項目（全ての特定事業場が対象）
アンモニア・アンモニウム化合物
亜硝酸化合物及び硝酸化合物（硝酸性窒素等）など

 生活環境項目（日平均排出水量が50㎥以上の特定事業場が対象）
生物化学的酸素要求量（BOD）又は化学的酸素要求量（COD）、浮遊物質量
（SS）・大腸菌群数・全窒素含有量・全りん含有量 など

項目 暫定排水基準値
（令和７年7月1日以降） 期限 一般排水基準値

硝酸性窒素等 豚房施設
400mg/L 令和10年9月末

100mg/L

牛房及び馬房施設は
一般排水基準値

全窒素含有量
※

130mg/L
（日間平均110mg/L） 令和10年9月末 120mg/L

（日間平均60mg/L）

全りん含有量
※

22mg/L
（日間平均18mg/L） 令和10年9月末 16mg/L

（日間平均８mg/L）



４ 測定・記録・保存の義務化
平成23年4月1日以降、水質汚濁防止法に基づく特定施設の届出書に記
載されている排出水の水質項目について、

1年に1回以上の測定と記録 と ３年間の保存 が義務付けられ
ました。
※測定・記録・保存をしていない場合、罰則の対象となります。

現在の届け出内容を確認していただくとともに、項目に過不足があれば、
届出の変更を行ってください。

•排水基準が適用される項目のうち、
規則様式第1号別紙（排出水の汚染状態及び量）に記載した項目
（その他の項目については必要に応じて測定）

測定項目

•排出口ごとに年1回以上測定（ただし、雨水専用排出口は除く）
•所定の様式に記録し、3年間保存

測定・記録・保存

•測定結果の記録・保存がされていない場合又は虚偽の記録をした場合
30万円以下の罰金

罰則の内容

ご自身の農場は、
 特定事業場ですか？
 届出内容に変更はありませんか？
 毎年測定を行っていますか？
 記録は保存していますか？
 排水基準は守られていますか？
詳しくは、都道府県又は水濁法政令市に
お問い合わせください。



韓国で口蹄疫が発生しています！

連絡先：西部家畜保健衛生所吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９





家きん舎の周囲には、病原体が侵入する経路が多く存在しています。

今一度、点検・確認をお願いします！

伝染病予防のため、
飼養衛生管理を徹底しましょう

飼養家きんの異状を見つけた場合は、最寄りの家畜保健衛生所に連絡してください

連絡先：西部家畜保健衛生所吉野川庁舎：０８８３－２４－２０２９
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